
アイデア創発⑥ 

 通番 区分 テーマ ねらい・概要 スライ

ド 

使用教

材 

  Ⅰ･Ⅱ   「直感」や「ひらめき」につい

て学び、新たな発想がどのよう

に生まれてくるか考察する。ま

たこれらのことから「考える」

ということについて考える 

    

 

時間 スライド ファシリテーション・生徒の活動・留意点など 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

15 分 

  

  

  

  

  

  

  

 
  

 
  

 
  

 
  

  

  

  

  

新しいアイデアを生み出すために大切なことを学ぶ 

  

 「直感」と「ひらめき」の違い 

   脳のはたらく場所が異なる 

   思いついた理由を説明できるかどうかで異なる 

  

  

 直感を働かせるためには脳の「大脳基底核」をはた

らかせる、すなわち無意識の領域だが、身体を動かす

ことによって活性化できる 

 → 散歩しながら、シャワーを浴びながら考えるこ

とが有効であることを科学的に証明している 

  

  

  

 新たなアイデアが生まれてくるためには、脳に空白

部分があることが重要 

  

  

  

  

  

 調査・実験によると睡眠を適度に取ることが発想に

は有効 

 睡眠中に脳内が整理される 

  

  



  

  

  

  

  

  

  

  

  

25 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

40 分 

  

  

  

  

  

  

  

 
  

 
  

 
  

 

 

 
  

 

  

  

  

ワーク 

 次のアルファベットを記憶する 

  

 一字一字ランダムに記憶することは、脳内の乱雑さ

が増しいっぱいになる 

 他のものはもう入らない 

  

  

 この単語が「applet と understand と x」から成

り立っていることが分かると比較的容易に暗記するこ

とができ、脳内に余白が生まれることが意識できる 

 → 他のことも暗記できる 

  

  

  

  

  

  

  

「考える」ということはどういうことか考える 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 フリーズした場合は、次の「足場づくりの問い」を

参考  

  

  

  

「考える」ことを「考える」＝入れ子構造 → 「無

限」という概念の獲得 

  

  

  

  

  

「考える」と似た言葉「悩む」 何が異なるか？ 

  



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

40 分 

 

 
  

 
  

 

 
  

 
  

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 「言葉」だけで表現することが難しいならば、イメ

ージや絵などを使ってみる 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ワーク 

  

 地球外生物を描いてみる。名前も考える 

  

どこにも見たことがない、ぶっとんだ生物を期待して

いる 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

拡張思考のためのワーク 

  

  

  

  



 
  

 
  

  

  

  

  

急なひらめき、思いつきの構造「エウレカ」 

  

  

  

  

  

  

  

  

「アナロジー（類推）」拡張化と「ロジック（論

理）」収束化を行き来することによってイノベーショ

ンの土壌をつくる 

      
 

 


